
「マイクロソフトを始めた20年前、すべて

のデスクと、すべての家庭にコンピュータを

というビジョンを持っていました。コンピュ

ータ同士は互いにつながるだろうし、ダイア

ルアップで豊富な情報を取り出せるようにな

ることも明確でした…」。

そんな語り出しで壇上のビル・ゲイツは、

TCP/IPもHTTPも決して新しいプロトコル

ではないことを強調しつつ、興奮気味にイ

ンターネットの歴史をトレースし始めた。

数百名の報道関係者、アナリストらを集

めて開かれた「Microsoft Internet Strategy

Workshop」は、マイクロソフトがこれから

本気でインターネットビジネスに取り組むこ

とを宣言する記念すべきイベントだった。

この日の結論を先に書いてしまうと「マ

イクロソフトはインターネットのハードコア

として、その革新のためにさまざまな事業に

取り組む。そうしていくことは、ユーザーに

とってもデベロッパーにとっても価値のある

ことではあるが、結局は長い時間をかけて取

り組むことがとても重要だ」という、きわめ

て意味深で、曖昧なものだった。要するに、

長い目で見てねということなんだろうか。

セッションでは、早朝から夕方までかけ

て、3つ提示された。最初のキーノーツは、

もちろんビル・ゲイツ自身によるものだ。

Win95とNTに

インターネットアドオン

まず、マイクロソフトの各プロダクトとイ

ンターネットの関係をここで確認しておこ

う。ゲイツによれば、

Windows －－－ベストクライアント

Windows NT－－－ベストサーバー

Office－－－インターネットのビジネスソリュ

ーション

MSN－－－インターネットオンラインサービス

ということになる。NTの市場は、インター

ネットのHTTPサーバーとして使われること

でまだまだ大きくなるということ、そして、

MSNをインターネットのサービスであると

断言している点が興味深い。

さらに彼は、インターネットビジネスを商

売になるかならないかで分析した。それによ

れば、通信事業は発展途上、オンラインサ

ービスは商売になっても勝利のチャンスはわ

ずか、OS事業としてのサーバービジネスと

サーバーアプリケーション、そしてブラウザ

ーやクライアントOSは十分にビジネスが成

立するとした。

具体的には、、96年中にWindows95と

WindowsNTに対してインターネット・アド

オンをリリースすることが発表された。これ

は、現在のWindows95標準のエクスプロー

ラーやマイコンピュータ（実は同じものだが）

のインターネット拡張で、それにWEBビュ

ーを付加するというものだ。
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95年12月7日、米ワシントン州シアトルセンターで開かれた「Microsoft Internet Strategy Workshop」

でマイクロソフトのインターネットへの取り組みが発表された。ビル・ゲイツ氏は企業内情報システム「イントラネ

ット」とインターネットとの融合を重要視し、Windows95、WindowsNT、Microsoft Officeの各製品をイ

ンターネット利用環境のベストプロダクトにする方針を語った。

news.
MicrosoftNewsgroup:news.internet

最 近 自 伝 である『 THE ROAD
AHEAD』を上梓したばかりのビルゲ
イツがインターネットを語った。

Microsoft Internet Strategy Workshopレポート

MS が本気のインターネットビジネス宣言
イントラネットとの融合を強調　　　　　　レポート・山田祥平

Win95とNTに
インターネットのアドオン
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VBをインターネット用言語に

Officeにもブラウザー機能

また、インターネットアプリケーションの

標準言語としてVBスクリプトを採用するこ

とを表明。このランタイムは、各ベンダーに

無料でライセンスされる。これは、HTML

にVisual Basicのスクリプトを埋め込むとい

うもので、ポピュラーなページで使われてい

るすべての仕様がサポートされる。それには、

JavaおよびJavaスクリプトも含まれるとい

う。ブラウザーは、コンピュサーブ、スパイ

グラス、オラクルとの共同作業で開発が進

められていて、3Dナビゲーションを実現す

るVRMLも使われるという。

サーバーとしてのNTでは、96年第一四半

期に、現在ベータテスト中のインフォメーシ

ョンサーバーが出荷され、バックオフィスア

ディションとして、第二四半期にファイア

ーウオールとしてのProxy Serverとメディア

サーバーなどがリリースされる。

さらに、Office関連では、すべてのOffice

アプリケーションでHTMLの出力が可能に

なり、同時に無料のOfficeビューアーが配

布される。そして、次期Officeでは、イン

ターネット対応がメジャーテーマとなり、

WEBページ作成のためのウィザードなども

サポートされるようだ。ここでは、バインダ

ーが重要な役割を持ち、COMDEX Fall '95

で御披露目されたインターネットと密接な関

連を持つOLEコンテナとし

てのバインダーがクローズ

アップされる。

ブラックバードのコード

ネームで開発中の製品は

「インターネットスタジオ」

という商品名で出荷される

ことが決定した。

MSNは、次世代のオン

ラインサービスとして、今

後、どんなWEBクライア

ントからでもインターネッ

ト経由で使えるようになる。

ゲイツは、今後のビジネスにおいて、その

コンペティターとなる各企業を名指しであげ

た。それはすなわち、IBM/ロータス、ネッ

トスケープ、アメリカオンライン、そして

数々のUNIXベンダーである。その顔ぶれか

ら、今後のマイクロソフトの動向が予測で

きるのはいうまでもない。

要するにマイクロソフトは、VBI（Visual

Basic for Internet）をサポートするブラウザ

ーであるインターネットエクスプローラーと、

オフィスブラウザーを無料で大量に配布し、

それらで閲覧するためのコンテンツを作るた

めのツールとしてのOfficeやサーバーとして

のNT､クライアントとしてのWindows95を

売ろうとしているわけだ。

このワークショップに日本のマイクロソフ

トから参加した古川享氏によれば、これら

のサーバー、ツール、クライアント類の価格

設定はきわめて廉価なものであり、数を大

量にさばくことでしか収益をあげられないと

のことだ。

インターネットもローカルも

シームレスな環境になる

ゲイツに続いてのセッションは、プラット

フォームグループのポール・マリッツによる

もので、WANとしてのインターネットが強

調され、FTPを使ったネットワークファイル

共有やパブリックフォルダーとエクスチェン

ジによるワークグループコンピューティング

の概要が紹介された。

つまり、今後のWindowsは、WEBペー

ジであろうと、Officeドキュメントやデータ

ファイルであろうと、ローカルのPCが持つ

リソースであろうと、すべてが共通でシーム

レスに見られることを目指すようだ。また、

「インターネットスタジオ」では、ドラッグ&

ドロップによるオブジェクトの配置とイベン

トのプロパティ設定によってチャーミングで

インタラクティブなページが容易に作れるこ

とをアピールした

そして最後のセッションでは、アプリケー

ション・コンテンツグループのピート・ヒギ

ンズが、各製品のプランを明らかにした。そ

れによれば、90日以内に、HTMLエディタ

ーとオフィスのフリービューアーをリリース

し、また、インターネットエクスプローラー

がOLE2.0の機能の1つであるDocObjects

をサポートする。はめこんだオブジェクトを

ダブルクリックなどの操作でアクティブにす

ると、ツールバーやメニューバーが変わり利

用できるようになる。

MSNは、100日以内に会員数60万人を

突破、フルインターネットアクセスを実現

し、NNTPやSMTP/MIMEなどもサポート

するようになる。そして、インタラクティブ

3DチャットのV-chatやMSN経由でのFury3

マルチプレーヤーゲームなど新しいサービス

も追加され、インターネットを経由し、他

社製のブラウザーでも利用できるようになる

という。

このワークショップの中で、マイクロソフ

トは折にふれて外部の「Internet」と内部

の「In t r a n e t」との融合に言及した。

「Intranet」とは閉じられたLANのことだと

考えていいだろう。それが広域ネットワーク

であるインターネットと融合することで、新

しいステージができあがる。そこでマイクロ

ソフトが、いったいどんな演技をするのか。

その構想が、きわめて遠慮がちに聞こえた

のは、僕自身の語学力のつたなさによるも

のなのだろうか。
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インターネットもローカルも
シームレスな環境になる

VBをインターネット用言語に
Officeにもブラウザー機能

マイクロソフトの幹部たちが次々に新戦略を発表
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家電メーカーの大手、松下電器産業が

プロバイダーサービス「Hi-ho」を開始し

た。家電メーカーのプロバイダー事業とし

ては日立やソニーが先行していたが、つい

に最大手の松下が参入。特別第2種事業者

として12月1日から、IIJ大阪と接続してサ

ービスを開始した。アクセスポイントは当

初は大阪。東京などにも開設を予定してい

る。

各地域のプロバイダーの増加も活発だ。

北海道では先月号で紹介した「東北海道

インターネット協議会」に加え、新たに釧

路で「マリモインターネット」がサービス

を開始した。道東地域にはISDNのアクセ

スポイントがなかったので、使いたかった

人には朗報である。

東北地域で始まったのは仙台を拠点とす

るGNOC。さらに、従来は仙台に集中し

ていた東北地域だが、八戸でミコネットが

サービスを開始。現在東京と埼玉県の大宮

にアクセスポイントを開設しているASK-net

も八戸でのアクセスポイント開設を予定し

ている。

関東地方では、群馬県高崎市で「群馬

インターネット」が12月からサービスを開

始した。先月に引き続いて北関東のプロバ

イダーも充実してきている。同じ関東では

千葉県我孫子市に「The FSI Network」が

アクセスポイントを開設。立川市や八王子

市の東京都西部、また我孫子市や神奈川

県の鎌倉市、茅ヶ崎市など首都圏では東京

23区だけでない地域にもプロバイダーが増

えてきた。

また、近畿地方も大阪だけでなく、奈良

県や滋賀県で地元企業による参入が続いて

いる。奈良市では「MAHOROBA」と

「しかせんべいインターネット」、滋賀県で

は「biwaネット」が県内4か所にアクセス

ポイントを開設してサービスを開始した。

四国では高知富士通システムエンジニア

リングによる「InfoRyoma」がサービスを

開始した。10月から12月にかけて四国の

アクセスポイントもかなり増えてきた。

九州では長崎県の佐世保市で「The FSI

Network」がアクセスポイントを開設した。

長崎県にはこのほか、「NMCインターネッ

ト」などもサービスを開始している。

既存プロバイダーでは大手プロバイダー

のアクセスポイントの増加が目立つ。また、

今までのサービスを打ち切り、新たな回線

を用意して新サービスを開始するところも

出てきた。

C&Cmeshは12月から、アナログのアク

セスポイントを豊田、豊橋、静岡、熊本、

旭川、福井、高知、宇部、藤沢、和歌山

などに大幅増設、またISDNの非同期

57.6Kや専用線のアクセスポイントも全国

的に増やした。

東京インターネットは12月中に名古屋、

京都、神戸とアクセスポイントを3か所増

設、中部および関西地域のサービスを強化

する。

セントラルインターネットは今まで国内

の特別第2種プロバイダーに接続してサー

ビスを提供していたが、このほど接続先を

アメリカに変更、サービス名を「StarrDi-

rect」とした。従来セントラルインターネ

ットと契約していたユーザーには、「Starr

Direct」が引き続いてサービスを提供する。

従来はアクセスポイントが横浜だけだった

が、東京23区や都下の八王子市にもアク

セスポイントを開設した。

また、以前プロバイダーサービスを自店

の顧客に限って提供していたパソコンショ

ップ兼メーカーのプロサイドが不特定多数

に向けて本格的にサービスを開始した。

プライマリーインターネットはプロバイダ

ーサービスを96年2月で打ち切る方針を表

明した。理由は不明だが、今後会員を募

集する意向はないとのことなので、注意が

必要である。

ネットワーク情報サービスが運営してい

る「NISインターネット」は、新サービス

「テレコミIP」を来年2月から開始する。こ

れはサービス料金に電話の通話料が含まれ

ており、アクセスポイントが近くない地域

の人にも、市外電話代を気にせずに

28.8Kbpsで通信できる。料金は電話代を

含んで1分20円の予定。

さらに、インターネットカフェの「サイ

バーオズシティー」がワールズ社の「ワー

ルド・チャット」を使用したオンラインサ

ービスを開始。PPP接続のサービスで、ネ

ット・スケープナビゲーターなどを利用し

てインターネットも使えるようになってい

る。また、ウィンドウズ95にアクセスソフ

トが標準バンドルされている「マイクロソ

フト・ネットワーク」も、ウィンドウズ95

の日本語版発売とともに正式にサービスを

開始した。12月初旬の現在、電子メール

とネットニュースだけ利用することが可能

で、WWW を見ることはできないが、現在

準備中とのこと。

注：問い合わせは巻末の「主な商用ネットワークサービ
スプロバイダー料金一覧」をご覧ください。
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新規プロバイダー情報
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松下がプロバイダー事業に参入
地域限定サービスも着実に増加

C&Cmeshがアクセスポイントを増設
プライマリーはサービスを中止

商用インターネットサービスプロバイダーの増加が依然として続いている。大手メーカーによる参入も相次ぐ中、
各地域の地場産業による参入も多いという構図は相変わらずだ。地方のアクセスポイントは大幅に充実してきた。
また、既存のプロバイダーも、アクセスポイントの増設ペースを早めているようだ。
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■ NTTが廉価版TA発売ISDNの普及を推進

NTTは、ISDNの普及拡大を図る一環と

して、廉価版ISDNターミナルアダプター

「MN128」をビー・ユー・ジーと共同開発

し、NTTテレコムエンジニアリング東京

（NTT-TE東京）から発売した。また、

ISDNやマルチメディアに関する情報提供

サービス「まるちねっとあい」も開始した。

TAの新製品は、安価でしかも多機能が

特徴。非同期38.4kbps、同期64/128kbps、

全自動同期PPPなど多彩なパソコン通信機

能を搭載しているほか、アナログ2ポート付

きで既存の電話機やFAXなどのアナログ機

器がそのまま使用できる。さらに、アナロ

グ2ポートにそれぞれ電話番号を割り当て

られるダイアルイン着信機能や、内線通話

機能、Dチャンネルパケット通信機能も装

備している。価格はオープンプライスだが、

NTT-TE東京直販価格では39,800円。

また、ISDNの100万チャンネル突破

（95年10月末）を記念して、同TAとDSU、

簡単ケーブルキットのセットも数量限定の

特別価格49,800円で販売する。このうち簡

単ケーブルキット（2,000円）は、ISDNの

接続工事を簡略化し、ユーザー自身で接続

できる配線キットで、工事費用を約4分の

1に節減可能なもの。一方、情報提供サー

ビスは、ISDNを使ったマルチメディアの利

用方法についてパンフレットやCD-ROMで

最新情報を提供するほか、パソコンネット

形式のオンラインでも提供する。利用料金

は無料だが、申し込みが必要である。

問い合わせ●NTTマルチメディアビジネス開

発部TEL03-5359-6264

電子メール●oshima@mntt.jp

jhttp://www.info.hqs.cae.ntt.jp/dlij/SER_

J/ISDN_J/ISDN_J.html

■ 新コンセプトのWWWシステム日本オラクルが発売

日本オラクルがインターネット用ソフト

を発表した。サーバーソフトである「ora-

cle WebServer」は、HTTPサーバーの

Oracle Web Listener、Oracle7に結合する

ためのOracle Web Agent、そしてOracle7

Serverから構成される。バックエンドに

oracle7を用いることにより、Webサーバ

ーでの情報検索・入力機能を提供、在庫

管理などの社内業務システムとインターネ

ットとの連携が可能になる。もう1つの

「oracle PowerBrowser」はWWWブラウ

ザー。ビューアーだけなく、メール、チャ

ット、HTMLエディターなどの機能をもっ

ている。「oracle WebServer」の価格は78

万円。「oracle PowerBrowser」は無償で

配布する。

問い合わせ●日本オラクル㈱TEL0473-52-6444

■ Directorムービーを再生するShockwave登場

ホームページ上でDirectorムービーを再

生できる「Shockwave for Director」が米

マクロメディア社のWWWサイトから無償

でダウンロード可能となった。同時にCNN

Online、MTV Online、 Turner Online、

Apple Computerなどさまざまなサイトが、

Directorで作成したインタラクティブムー

ビーの使用を始めており、ダウンロード後

すぐにShockwave for Directorの体験がで

きる。DirectorファイルはAfterburnerと

いう圧縮ツールにより約60％に圧縮されて

おり、ユーザーはストレスを感じることな

くホームページ上でDirectorムービーを再

生できる。

Netscape Navigator2.0のすべてのユーザ

ーが無償でダウンロード可能で、マクロメ

ディア社のサイトでは、Shockwaveで作成

されたムービーの体験や、参加サイトへの

リンク、Shockwaveテクノロジーに関する

情報入手もできる。また、Netscape Navi-

gator 2.0の発売から2週間後には、Macro-

media Director 4.0の全登録ユーザーを対

象に、Shockwave for Directorキットの配

布も開始する。このキットには、After-

burnerについてのヒントや、サンプルムー

ビー、Netscape Navigator 2.0に接続する

Shockwaveプレイヤーが含まれる予定。

問い合わせ●マクロメディア㈱

TEL03-3462-5790

jhttp://www.macromedia.com/

■ 「NetWare Web Server」米国ノベル社が発売

米国ノベル社は、NetWare4 .1上で

WWWサーバーを構築できる「NetWare

Web Server」を発売した。これはNet-

Ware Directory Servicesのセキュリティや

管理機能などNetWareの分散サービスを利

用することにより、簡単にWWWサーバー

の構築・運用ができるようにしたもの。ま

た、シンメトリックマルチプロセッシングを

サポートしており、あらゆる規模の企業や

ワークグループにおけるWWW構築ニーズ

に対応できる拡張性を持っている。このほ

か、UNIXの知識がなくても簡単にインス

トールできる。価格は995米ドルで、日本

国内では年内にβテストを開始し、2～3

か月後に出荷する予定。

問い合わせ●ノベル㈱営業部

TEL03-5481-1161

jhttp://www.novell.com/
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■ WWWページを簡単に作るAdobe PageMill発売

アドビシステムズは、マッキントッシュ

用のWWWページデザインソフト「Adobe

PageMill」（英語版）を発売した。従来、

WWWページの作成はHTMLによりテキス

トエディタなどで記述する必要があったが、

これを効率化したのが今回のソフト。ドラ

ッグ＆ドロップによるシンプルな操作でペ

ージ作成と編集、更新ができる。

WWWページの作成は、これまでHTML

言語による編集やURLアドレス、イメージ

ファイルのフォーマットなど専門的な知識

が必要とされていた。また、ブラウザーを

通して見るまで最終の仕上がりが確認でき

ず、わずかな変更を加えるのにも時間を要

するという問題があった。新製品では、こ

うした煩雑なプロセスにわずらわされるこ

となく、視覚的に、常に最終の仕上がりと

同じ画面でWWWページを作成できる。編

集中のページは、一般的なWWWブラウザ

ーで開いたときとまったく同じ状態を画面

上で確認でき、編集や変更を行った結果は

すべてHTMLの機能に合致するように自動

的に翻訳されるため、ユーザーが直接

HTMLのコードを編集する必要はない。複

雑な編集を行わないため、記述ミスによる

データ損失などが起こらず、ファイル間の

リンクやイメージの追加なども、素材デー

タをドラッグ＆ドロップするだけの簡単な

操作で実行できる。

HTMLの最新機能もサポートしており、

センタリングや、クリッカブルマップ、入

力フォーム、チェックボックス、ポップア

ップメニューなど、すべて画面上で確認し

ながらレイアウトできる。価格は26,800円

だが、96年2月末までは発売記念価格とし

て14,800円で販売する。

問い合わせ●アドビシステムズ㈱

TEL03-5423-8111

■ ホームページ作成フォーム集内田洋行からCD-ROM発売

内田洋行は、ホームページの各種フォー

ムを収録したソフト「インターネットホー

ムページキット／inforgallery」を発売し

た。ホームページテンプレートを収録して

おり、既製のレイアウトに文字情報を入力

するだけで、HTML言語の記述なしに目的

に応じたホームページを作成できる。また、

カスタマイズによりオリジナルのホームペー

ジを作ることも可能。テンプレートは、会

社案内、求人情報、個人プロフィール、

カタログショッピング、地域情報、リサイ

クル情報、バーチャルミュージアムなど10

種類。ウィンドウズ/マッキントッシュのハ

イブリッドCD-ROMで提供し、価格は

9,800円。

問い合わせ●㈱内田洋行DC事業部インフォ

ギャラリー推進室TEL03-5634-6439

jhttp://www.toppan.co.jp/inforgallery/

■ FAX･電話からインターネット松下電器が接続システム開発

松下電器産業は、電話やFAXから簡単

操作でインターネットへ情報受発信できる

「インターネット・FAX・電話接続システ

ム」を開発した。既存のインターネットサ

ーバーへ新開発のFAX／音声通信制御装

置とメディア交換装置を付加接続すること

で、音声ガイダンスとプッシュボタン操作

による電話・FAXでの情報受発信を可能

としている。この開発により、パソコン操

作に不慣れな人でもインターネットを利用

できるほか、電話・FAXからの情報自動登

録を実現したことで、インターネットへの

情報登録時間を従来比10分の1に短縮で

きるようになった。96年春をメドに販売開

始する予定。

問い合わせ●松下電器産業㈱マルチメディア

システム研究所TEL03-5460-2419

電子メール●sugano@trl.mei.co.jp

■ 衛星とインターネット使ったビデオオンデマンド開発

日立製作所は、ジャパンハイテクサテラ

イトネットワーク（JHS）と共同で、高品

質の動画を含むハイテク情報を随時検索で

きるビデオ・オン・デマンド・システム

「ハイテク・シャワー・オン・デマンド」を

開発した。通信衛星から配信される動画情

報を日立が開発したビデオサーバーシステ

ム「Mediaplaza/VODシリーズ」に蓄積

し、これをインターネットで検索した情報

と自動的に結びつけることにより、動画を

含むハイテク情報を検索できるようにした。

JHSでは、このVODシステムを利用した科

学技術情報提供サービスを96年4月から開

始する予定で、それに合わせて日立は同ビ

デオサーバーシステムを発売する。

問い合わせ●㈱日立製作所

TEL03-3258-1111

■ WWWサーバーソフト「WebSTAR」日本語版発売

マッキントッシュでWWWサーバーの構

築運営が簡単にできるWWWサーバーソフ

ト「WebSTAR日本語版1.2.2J」がSRAか

ら発売された。このソフトは、Mosaicや

NetscapeなどのWWWブラウザーと同一マ

シンでの共存が可能なため、個人でホーム

ページを作成して情報を発信できるもの。

また、マッキントッシュ以外で稼働してい

たHTMLのハイパーテキストをそのままマ

ッキントッシュに移行できるため、導入後

すぐにサーバーを立ち上げることが可能。

価格はシングルサーバーが85,000円、3ユ

ーザーパックが18万円。

問い合わせ●㈱SRA WebSTARインフォメー

ションデスクTEL03-3234-5891

電子メール●webstar-info@sra.co.jp

URL●http://webstar.takenoko.or.jp/

インターネットマガジン／株式会社インプレスR&D
©1994-2007 Impress R&D



■ 日本新語・流行語に「インターネット」が選定

「現代用語の基礎知識」による本年度の

新語・流行語トップ10が選定され、95年

12月1日、その発表会と用語関係者の表彰

式が行われた。今年話題になった「インタ

ーネット」は大賞には選ばれなかったが、

トップ10に選考され慶應義塾大学教授、

村井純氏が受賞者として表彰された。ちな

みに、大賞に選考されたのは、「無党派」

「がんばろう神戸」「NOMO」の3語。
問い合わせ●`95日本新語・流行語大賞事務

局　TEL 03-3555-2338

I 電子メール新聞Internet Watch創刊

インターネットの動きを伝える日刊の電

子メール新聞「Internet Watch」がインプ

レスから創刊された。土日を除く毎朝10時

にWWWサーバーや新着ソフト、ニュービ

ジネスなどインターネットの新鮮な話題を

電子メールで流すほか、画像や音声などの

情報はWWW上で掲載する。現在、無料

購読キャンペーン中で、申し込みがあれば

メーリングリストへの再配信も可能。有料

版の創刊は2月1日。購読料は半年契約の

場合、月500円以下を予定している。なお、

目標購読者数は2月1日時点で3万人だが、

プレ配信開始10日後の95年12月現在です

でに1万5000人が登録している。アドレス

ではニフティサーブが最も多いという。

問い合わせ●watch-info@impress.co.jp

申し込み受付●watch@impress.co.jp

URL●http://www.watch.impress.co.jp/
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■ 就職情報の「キャリアスペース」毎日コミュニケーションズから

新卒向け就職情報誌を発行する毎日コ

ミュニケーションズは、WWWを利用して

企業の採用情報提供サービス「キャリアス

ペース」を開始した。新卒採用だけでなく、

通年採用、中途採用の情報も提供してい

くほか、就職、転職のノウハウや起業家の

紹介など就職に役立つ情報も提供する。ま

た、96年2月15日からは、「毎日就職ガイ

ド全国版」（96年4月1日発行予定）のデ

ータによる全国優良企業2500社の採用情

報をデータベースの形で提供する予定で、

27の検索項目により自由に企業が探せる。

採用情報の利用料は無料。

問い合わせ●㈱毎日コミュニケーションズ就

職情報事業部TEL03-3222-7862

電子メール●csm.@mycom.co.jp

jhttp://www.mycom.co.jp/career/

■ 「バーチャル黒ひげ危機一発」トミーのホームページでスタート

トミーは、大和総研と共同開発したイン

ターネットオンラインゲーム「バーチャル黒

ひげ危機一発」をスタートさせた。同社の

ホームページ上で始めたもので、画面にタ

ルに入った黒ひげと6本の剣が現れ、プレ

イヤーは好きな色の剣を選んで剣をクリッ

クする。セーフならタルに剣が刺さったま

まの画面となり、アウトならタルがバラバ

ラとなり黒ひげが飛び出してゲームオーバ

ーとなる。飛び出す剣の位置はアクセスす

るごとにランダムに変化する。5本を無事

に刺し込めたら景品応募の画面に変わり、

必要事項を書き込んで送信すると、抽選で

毎月20名に景品が当たる。

問い合わせ●㈱トミー広報室

TEL03-3693-8630

jhttp://www.dir.co.jp/tomy/

■ インターネットラジオ局「WEB+JAPAN」開局

コンピュータ機器販売のスクラムは、イ

ンターネットラジオ局「WEB+JAPAN」

（ウェブ・ジャパン）を開局した。WWW

のテキストと画像に加え、RealAudioによ

るデジタルサウンドも採用したもので、5分

間の番組を1週間ごとに内容を更新しなが

ら提供する。番組名は「Girls」で、内容

は東京に在住するパソコンユーザーの女の

子をゲストに迎え、興味のある事柄などを

本人の声で語ってもらう。女の子の画像や

プロフィールなどのテキストとともに、ゲス

トやパーソナリティの声の温かみを伝える

構成となっている。今後、テレビとラジオ

の中間に位置する第三のメディアとして展

開していく方針。

問い合わせ●㈱スクラムデジタルメディア事

業部TEL03-5330-1021

jhttp://www.webjapan.co.jp/

■ 国土庁が地方都市博覧会をインターネットで開催

インターネットを活用した世界都市づく

り支援事業を推進する国土庁は、95年12

月から約3か月間、地方のお国自慢を

WWW上に集めた「地方都市インターネッ

トエキスポ」を開催している。参加都市は

北海道の岩見沢市から南は鹿児島市まで

全部で24都市。また、参加都市以外でも、

県、教育機関、民間企業、米国の自治体

などにリンクしている。モニター参加者に

より、インターネットの効果と今後の課題

を検討する。

jhttp://www.park.or.jp/expo/
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■ 地域の情報基盤を考えるハイパーネットワーク'95別府湾会議

95年11月24日と25日、大分県別府市

で「ハイパーネットワーク’95別府湾会議」

が開れた。未来のネットワーク社会のあり

方を情報通信の専門家だけでなく利用者も

一緒に考えようという趣旨で2年に1回行

われているもので、今回が4回目となる。

今年は大分県で行われる「ハイパーネット

ワーク地域実験」の立ち上げを記念するイ

ベントとなっており、「ネチズン革命と地域

情報基盤（RII）」をテーマに、「ネチズン」

（ネットワークに棲む新しい市民）という言

葉を発案したコロンビア大学の学生マイケ

ル・ハウベン、「バーチャル・コミュニティ」

を書いたハワード・ラインゴールド、アメ

リカの超高速ネットワークのプロジェクト

にかかわるデビッド・ファーバーら、海外

からのゲストも多数迎えられた。

大分県では老舗のパソコン通信ネット

「コアラ」が1994年の7月からIP接続を開

始、すでに多くの会員がインターネットに

個人のホームページを開いている。会議に

おいてもコアラにホームページを持っている

人たちが、インターネットを利用すること

によって自分たちの生活にどのような影響

があったかを報告した。また、コアラの事

務局長の尾野徹氏からは、「地域でのネッ

トワーク利用はイン

ターネット技術が核

となるだろうが、それ

だけではうまくいかな

い。新しいシステム

と新しい組織を構築

して地域における情

報基盤を形作る必要

がある。そこで、

WWWに電子会議の

機能を付加した新コ

ミニュケーションツー

ルの開発にすでに着手している。また、も

っと簡単にインターネットにつなぐことが

できるように県内に情報コンセントを整備

していく必要がある。そして、企業や行政、

市民が一緒になった情報化委員会による地

域基盤づくりをこれから行っていこう」と

力強く呼びかけた。

（ハイパーネットワーク社会研究所/藤野幸嗣）

■ 神戸に自治体関係者が集合インターネットウェーブ'95

11月27日と28日の2日間、神戸市六甲

アイランドの神戸ファッションマートにお

いて「自治体のインターネット活用」をテ

ーマとしたイベント「インターネットウェー

ブ'95」が開催された。主催は神戸市や神

戸市マルチメディア・インターネット協議

会、日本経済新聞社。同イベントは神戸

市復興のプロジェクトとして官民共同で推

進されている「KIMEC（KOBE INTER-

NET MULTIMEDIA ENTERTAINMENT

CITY）構想」のキックオフイベントの意味

を持つ。自治体や地域におけるインターネ

ットの普及促進をねらいとしている。コン

ファレンスでも札幌や京都、大分、和歌

山、大阪など各地から自治体や任意団体

などが集まってそれぞれのインターネットの

活用事例を発表していた。地方自治体が

サーバーを作って学校などの情報発信を行

っていることや、日本の文化を紹介するホ

ームページなどを作った体験談など、さま

ざまな内容が語られた。

展示会ではインターネット関連のハード

やソフトを展示。大手メーカーがインター

ネット関連のソリューションを出展すると

ともに、地元神戸のプロバイダーやメーカ

ーの出展も見られた。また、災害をテーマ

にしたプレゼンテーションなども行われた。

コンファレンスではほかに村井純氏や公

文俊平氏なども講演を行い、インターネッ

トの最新事情や、地域とインターネットと

の関わりについて語った。また、国内外の

公的機関のホームページの優秀作品を表彰

する「インターネットホームページアワー

ド」も併催された。

また、会期中には「IP Meeting」や

「インターネットサーカス」というインター

ネットカフェを神戸市内に数か所作ってイ

ンターネットをアピールするというイベント

も行われた。

内外の専門家に、地元の企業や行政の担当者、市民のネットワーク利用者も加わり、500
名の参加者による議論が行われた。

各地の自治体の活用事例が多数報告された。入り口では震災の記録ビデオが放映された。
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ウィンドウズ95日本語版がついに発売さ

れ、当然fj.os.ms-windowsが大いに盛り上が

るかと予想されたが、実際は少し様子が違っ

た。fj.os.ms-windowsよりもはるかにウィン

ドウズ95についての議論が活発だったニュー

スグループ。それはマッキントッシュユーザー

の議論の場であるfj.sys.macである。サブジ

ェクトを見ると「Win95 VS Mac」「WIN95

に走らなくてもいい理由」など、ウィンドウ

ズ95をテーマとした投稿がずらりと並ぶ。記

事の内容はほとんどがウィンドウズ95とマッ

キントッシュの比較。「マッキントッシュは創

作の道具、ウィンドウズ95は共同作業もしく

は制作のための道具」というように冷静に両

OSを比較する意見が多かった。ただし、限

られた投稿者同士でサブジェクトとはあまり

関連のない議論に発展していくケースも見ら

れたので、純粋に両OSの比較検討をしたい

と思って読むには、ある程度飛ばし読みをす

る必要がある。

ウィンドウズに関する情報が投稿されるニ

ュースグループだが、fj.sys.macに比べて盛り

上がりはあまり感じられず、具体的な使い方

に関しての質問・回答が淡々と語られた感

じ。ウィンドウズを実際に使っているユーザ

ーが多いので、実戦的なハウツーを読んで役

立てることができる。ネットワークに関する

質問が多く、「ウィンドウズ95でダイアルア

ップ接続をするにはどうしたらいいか」とい

う問いに経験者が丁寧に設定のしかたを答え

ていた。

ジャヴァ言語に関するニュースグループ。

11月末に新しく作られた。プログラミングに

関しての情報を始め、「ジャヴァのMAC版は

いつ出るのか」「米国やオーストラリアにはジ

ャヴァのユーザーズグループがあるが、日本

でも作りたい」などの質問がよせられた。ま

たホットジャヴァコンテストの告知なども投

稿された。投稿数は12月初旬の段階ではま

だ少ないが、これからに期待したい。

同じく11月末に作られたこの新しいグルー

プは、飲み物全般を楽しむことに関する話題

を話すニュースグループ。開設されたばかり

であるにもかかわらず、多数の記事が投稿さ

れた。酒に関してのニュースグループは

fj.rec.drink.liquor という限定されたグループ

がすでに開設されているので、ここではジュ

ースについての話題が多い。「ドクターペッパ

ーはうまいかまずいか」という話だけで盛り

上がってしまうという楽しい雰囲気なので、

飲み物について一家言持っている人は一度覗

いてみるといい。

航空機による旅行についての話題を話し合

うニュースグループ。11月は「ユナイテッド

エアラインのマイレッジ・プラス制度につい

て」と題された記事が投稿された。これは

「マイレッジ・プラス制度」と呼ばれるユナイ

テッドエアラインのポイント発行制度のよう

なシステムについて、入会の方法やシステム

の詳細を書いたもの。この投稿を読んで興味

を持った人が何人かいたらしく、細かい質問

もよせられた。海外旅行のさまざまなノウハ

ウを求めている人にはおすすめのニュースグル

ープだ。

ウィンドウズ95論争勃発？

fj.sys.mac

「95」の実用的な情報が満載

fj.os.ms-windows

ジャヴァに関する質問ならここに

fj.lang.java

飲み物フリークが勢揃い

fj.rec.drink.liquor

空の旅の裏ワザを紹介

fj.education

News on the NetNews

fj.announce、fj.news.lists、fj.news.group、fj.archives.answersに11月30日に投稿
された「Active Newsgroups List of fj（fj委員会作）」によると、11月中に新設された
ニュースグループは以下のとおり。

fj.rec.drink.liquor お酒を楽しむことに関する話題。

fj.rec.wine ワインを楽しむことに関する話題。

fj.lang.java Java言語に関する議論。

fj.rec.drink 飲み物全般を楽しむことに関する話題。

fj.soc.war-and-peace 戦争や平和に関する話題。

fj.sys.mac.comm アップルのマッキントッシュおよびリサについて。

fj.sys.mac.programming マッキントッシュの通信（LAN接続、PPP

接続、パソコン通信など）に関する議論。

fj.os.ms-windows マイクロソフトウィンドウズに関連する議論、情報。

ただしウィンドウズNT固有の話題については

fj.os.windows-ntを利用することが望ましい。

新しく作られたニュースグループ
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ビデオ会議システム

マッキントッシュを使ったパーソナルテ

レビ会議システムのキットが販売された。

すでにクイックタイムコンファレンシング

製品として、ISDNカードを備えたNTT

のFM-A71（パワーマッキントッシュ

7100/80をベースにクイックタイムコンフ

ァレンシングを搭載させたシステムパッケ

ージ）やパワーマッキントッシュ8500と

7500（ソフトウェアのみ）があったが、

コンパクトな会議用ビデオカメラとソフ

トウェアがセットされたパッケージが発売

になって、やっとこれまでのユーザーも利

用できることになった。

■付属のカメラはAVマックユーザー向け

パッケージには、1/3インチCCD（有

効画素25万）、F2.8、5cm～∞の手動フ

ォーカス、標準感度1500ルクス、NTSC

コンポジットカラーの仕様を持つビデオ

カメラ「クイックタイムコンファレンシン

グ・ビデオカメラ100」と接続ケーブル、

フロッピーに収められたソフトウェアなど

が入っている。ビデオカメラは専用コー

ドによりAV仕様のパワーマッキントッシ

ュや、パワーマッキントッシュ7500と

8500のSビデオ入力ポートから電源を取

ることができる。しかし、クアドラ

840AVなどの電源が取れない機種の場合

は、別途AC電源アダプターが必要だ。

ビデオカメラにあるのはレンズカバー兼

用の電源スイッチ、フォーカスダイアル、

絞り調節ツマミ、周波数切り替えスイッ

チ（電源周波数に合わせておくと蛍光灯

のちらつきが解消する）だけ。写す向き

が変えられるように左右方向に80度、上

下方向30度に動き、モニターの上に置い

てもユーザーをとらえやすくなっている。

■アップルトークとTCP/IPに対応

クイックタイムコンファレンシングはア

ップルトークとTCP/IP（マックTCPが

必要）をサポートしており、アップルト

ークの場合はパワートークのカタログサー

ビスに対応する。画面サイズは送り手側

のモニターウィンドウを変化させることに

よって変えられ、そのサイズが相手側に

反映される。カラー深度や送信する画像

フレーム数、画像圧縮形式、音声のサン

プリングレート、音声圧縮形式などは送

る側で調整できるが、内蔵マイクを持た

ないマッキントッシュでは「アップルプレ

ーントークマイク

ロフォン」などが

ないと音声の設定

ができない。

テレビ会議は複

数のユーザーとの

接続をサーバーや

リフレクターなし

で行なわれ、2者

で通信していると

きにどちらかに接

続すると3者会議

へと変化する。ま

た、1対多の通信のための「放送」モー

ドも持っている。共有ウインドウという

静止画を表示するウインドウを持ち、

PICT画像が表示される。参加者全員で

画像に書き込みをしながら協調作業をす

すめることが出来る。会議の特定の参加

者のウインドウを選び、クイックタイム

形式の動画ファイルに保存することもで

きる。

■遠隔地との接続には拡張カードが必要

イーサネットを使用すると、アップル

トーク、TCP/IPともに快適であり、カ

ラー版CU-SeeMeといった感じになる。

28.8KbpsのダイアルアップIP接続では、

画面は表示されるものの、帯域が狭いた

めか画像が送れなくなってしまう。ARA

（アップルトークのダイアルアップ接続）

では、まったく動作してくれない。FM-

A71では、64Kbpsのネット64接続でど

うにか低速接続が、128Kbpsでストレス

のない通信ができたので、帯域が狭いと

使えないようだ。遠隔地と接続するには

「H.320/ISDN拡張カード」を追加しな

ければならない。漢字トーク7.5以降のシ

ステムとメモリーを必要とするものの、キ

ューカムを使ったクアドラ700でも機能限

定（H.261ソフトによる画像圧縮が不可）

で利用できた。 （菊地宏明）

普及価格のビデオ会議システム

QuickTime Conferencing Kit
ク イ ッ ク タ イ ム コ ン フ ァ レ ン シ ン グ キ ッ ト

動作環境：漢字トーク7.5以降のOSとメモリー16Mバイト以上を搭載したマッキントッシュの
クアドラ840AV、AV仕様のパワーマッキントッシュまたはパワーマッキントッシュ
8500、7500。ハードディスクには6Mバイト以上の空き容量が必要。

発 売 元：アップルコンピュータ
T  E L ：0120-61-5800
価　 格：39,800円
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HTMLエディター

HTML文書はプレーンなテキストファ

イルで、一般的なテキストエディターを

使っても作成できる。しかし、そのため

にはタグの意味や使い方などをある程度

覚えなければならない。「ホームページを

作りたいが、HTMLは何だか難しそう」

と思っている人や、「タグを丁寧に書いて

いく暇なんかない」という時間のない人

などは「HTMLエディター」と呼ばれる

オーサリングツールを使うといい。「ホタ

ル」はHTMLエディターだ。これを使え

ばワープロ感覚でホームページを作成す

ることができる。

■HTMLバージョン2.0まで対応

HTMLを作成するツールにはワープロ

ソフトなどにアドインして使うものと単体

のものと2種類あるが、「ホタル」は単体

の専用ソフトだ。対応しているのは

HTMLバージョン2.0で、ネットスケープ

などが対応しているバックグラウンドGIF

（ホームページの背景を指定する機能）や

表組みのオーサリング機能はない。これ

らの機能のオーサリング環境を求めてい

る人は、フリーウェアの専用ソフトなど

を用意しなければならないので注意しよ

う。

■ワープロのように編集

ホタルを起動させるとメインウィンド

ウが開く。「ファイル」－「新規作成」

を選んでファイル名を入力すると編集で

きる状態になる。入力はまさにワープロ

感覚。文章を書いてリターンキーを押せ

ば改行され、フォントや字の太さなども

自由に変えられる。

文章を選択して、「リンク」－「ハイパ

ーリンクの設定」を選ぶと、ファイル名を

入力するダイアログボックスが表示され

るので、ローカルファイルの名前や、

URLを入力する。「ハイパーリンクの設定」

のほかに「ラベルの設定」という項目も

ある。ラベルとは、編集中にドキュメン

ト内またはほかのドキュメント内のラベル

が設定されている行にジャンプするため

の機能である。このほか箇条書きの設定

などもボタンを押すだけで手軽にできる。

■GIFファイルへの変換機能

画像を貼り付けたい場合は、貼りたい

場所にカーソルを置き、「編集」－「フ

ァイルから貼り付け」を選んで画像ファ

イルを指定すればよい。このソフトには

ビットマップファイルからGIFファイルに

画像を変換する機能がある。ウィンドウ

ズの標準画像フォーマットであるビット

マップファイルを指定すると、自動的に

GIFファイルへ変換する機能だ。このあ

たりは初心者には親切な作りとなってい

る。また、リンクを張る場合には、文書

を選択し、「リンク」－「ハイパーリンク

の設定」を選択して出てきたダイアログ

ボックスにローカルのファイル名かURL

を打ち込めばOKだ。

■HTMLエディターの基本は網羅

以上のように、ホタルはHTMLエディ

ターとしての基本的な機能は網羅してお

り、HTMLをまったく知らないという人

には有効なツールだ。また、手軽にホー

ムページを作成できるように「ボタン」

などの画像データもサンプルとして入っ

ており、自由に使うことができるので重

宝する。ただし、難点もある。やはり、

バックグラウンドGIFや表組みの機能が

欲しかったことだ。デービーソフトはそれ

らに対応したソフトも開発中とのこと。

今後のバージョンアップに期待したい。

（編集部kataoka@impress.co.jp）

図2 図1で編集した
ファイルをネットスケ
ープで表示した画面

ホームページが簡単に作れる

ホタル
動作環境：ウィンドウズ3.1
発 売 元：デービーソフト
T  E L ：011-807-6700
価　 格：20,000円

図1 ホタルのメイン画面。「リンクブラウザ」からURL
やファイル名をドラッグして貼り付けられる

図3 ボタンなど、ホームページ作成に役立つさまざま
な画像ファイルが添付されている
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すべての出発点は1995年2月のことだっ

た。「APEC大阪会議関西協力協議会（以

下「協議会」）が行うさまざまな協力事業

の一つとして、「インターネットを作ること

はできないだろうか？」という打診があった

のだ。APECを機会に大阪にインターネット

を構築し、それを元に関西の情報発信をし

たいというのが目的だった。この打診を受け

たのが、大阪大学大型計算機センターの宮

原秀夫センター長、下條真治助教授、そし

て私であった。

これを受けて、全体を検討するインター

ネットワーキンググループを3月ぐらいから

開催することとなった。どのくらい予算がか

かるのか、インターネットを構築して何を情

報発信したいのかを話し合い、デザインを

進めていった。

このワーキンググループには、NTT関西

支社、松下電器産業、住友電工などの主要

な関西の企業、大学、その他インターネッ

ト上で活発に活動している企業からインタ

ーネットに関連した人々が集まった。APEC

インターネットチームの誕生である。

APECインターネットの目的は、大きく2

つある。1つは会議支援。とくに、各国代

表団やプレスの人々にインターネットを使え

る環境を提供しよう。2つ目は関西を紹介

する情報を提供しようというものである。

しかし、ただ単にインターネットを作っ

ても面白くない。自分たちが興味を持つも

の、面白いと思うものもやってみようという

雰囲気ができあがった。インターネットを使

ってコンサートを中継したり、FMラジオを

中継したり、ミュージックアーカイブを作っ

たり、交通情報や天気予報を提供したり、

動画を流したりと、日頃インターネット上で

できない実験をしてみようと考えたのである。

APECインターネットのような大きな仕か

けを動かすためには、それなりの予算が必要

となる。ワーキンググループが当初行った試

算では、総額4億円ぐらいの機材を使って

システムを作り上げることを考えていた。こ

れら機材をレンタルするにしても、ある程度

大きな資金が必要であることは誰にでもわか

った。この段階での協議会の思惑としては、

APEC大阪会議を運営する外務省などの中

央官庁から補助金をもらい、それでまかな

おうとしていたようだ。しかし、各省庁への

打診を続けていた5月中旬、外務省からそ

っけない答えが返ってきた。

「提案されているようなAPEC会議支援事

業は地元が行うべきものであり、外務省と

しては一切の補助はできない。地元で勝手

にやってほしい」

協議会が期待していた予算は煙と消えて

しまったのだ。残るは協議会が持っている

予算だけである。それは数千万円であった

が、プロジェクト運営だけですべてが消えて

しまいそうな予算額だった。機材を買う金

はどこにもない。
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前号のニュースで紹介したようにAPEC大阪会議では

関西の企業・大学・行政団体などが協力し、会議支

援と関西情報の発信をインターネットを使って行った。

その高速環境はインターネットの実験の場であり、ま

た、96年に開かれるインターネットワールドエキスポ

のプレステージのようにも思える。APECインターネ

ットの構築に関わった山口英氏が、改めてプロジェク

トの過程をふり返る。

Special
Report

Newsgroup:news.internet

約200名のボランティアと作った高速インターネットは
とても楽しいメディアになった レポート・山口英・奈良先端科学技術大学院大学

APECインターネット奮戦記

はじまり

システムと予算との格闘
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この回答を受けたAPECインターネットチ

ームでは、長い議論の末、各参加企業が回

線、ネットワーク機材、コンピュータ、コ

ンテンツ、人員を持ちより、ボランティア的

にシステムを作り上げることを決定した。そ

して、「やるならやるでカッコ良く楽しくや

ろうや」ということになったのだ。

当面の問題は機材の集積である。予算も

ないので、足りない機材は各メンバーがいろ

いろな企業にお願いして貸していただこうと

いうことになった。そして、7月中旬から機

材の確保をはじめ、最終的にはパソコンを

200余台、UNIXワークステーション十数台、

ATMスイッチ、ATMルーター、19インチ

ラック、UPS、ディスクサーバーなど、必要

な機材を集めてしまった。これでネットワー

クは組める。

情報発信で大事なのはコンテンツである。

これも、8月中旬からAPECインターネット

チームの「WWW使い」たちが精力的に情

報を収集し、「Cyber Kansai」 という関西

の情報を集めたコンテンツを作り出した。こ

れは日に日に内容が充実していき、APEC

開催前にもかなりのアクセスがあった。
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10月中旬からホットステージ（Hotstage）

に入り始めた。実際に機材を組み、本番の

体制を作り上げて、すべてのシステムがうま

く機能するかをチェックするのである。とこ

ろが、今回のシステムでは、1.5Mbpsデジ

タル専用線や155Mbps SDH回線を使って6

ホテル、プレスセンター、ラボセンター（松

下ツイン21の1階に設営した誰でも入れる

インターネットカフェ）、NOCをつなぐもの

であったので、実際の回線の両端に機材を

持っていってみないと動作が確認できない。

結局、ネームサーバーやWWWサーバーの

準備だけを行うことになった。

11月に入ると、機材へのインストール作

業が始まった。実際のインストールでは、ホ

テルやプレスセンターに機材を持ち込んで、

セットアップし、動作を確認するのである。

しかし、APECはコンピュータの展示会では

ない。したがって、ほかのグループの準備も

非常に多くある。また、セキュリティも厳し

い。そのため、準備は時間厳守で始めて、

一気にインストールを片づけなければならな

［APEC Internet ネットワーク構成図］

インターネット
サーバーセンター
（マイドーム大阪）

プラザホテル

ウェスティン
ホテル

阪急インター
ナショナル

都ホテル

ニューオータニ

IMnet
（OBP）

KDD
（OBP）

ABC
（朝日放送）

関西プラザ
（NEC C&C
PLAZA）

ロイヤルホテル

サポートセンター
（松下ナショナルタワー）

プレスセンター
（大阪城ホール）

国際ホテル
大阪大学

1.5M×2
（11/9～11/19）

1.5M×2
（11/9～11/19）

1.5M×2
（11/9～11/19）

1.5M×2
（11/9～11/19）

1.5M×1
（11/9～11/19）

1.5M×1
（10/11～11/21）

1.5M×1
（10/11～11/21）

1.5M×1
（11/9～11/19）

155M×1
1.5M×1

（11/9～11/19）

155M×1
1.5M×1
（11/9～11/19）

155M×1
（11/1～11/19）

1.5M×1
（7/15～）

LAN

カッコよく、楽しくやるぞ

準備作業は過酷だった

左から下篠真治さん、山口英さん、電通の小林さん、三浦さん。
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い。こんなあわただしいインストールは誰も

やったことがない。我々は不安に思いなが

らも、100名近くのボランティアを動員し、

何とかこれを乗り切った。

本番は、「マーフィーがやってこないよう

に」と念じる毎日であった。ネットワークは

回線と機材をすべて二重化し、単一の故障

でもシステム全体が利用できなくなるような

状況が発生しないようにデザインしていた。

そのおかげか、遭遇したトラブルは比較的単

純なものばかりであり、期間中は大したト

ラブルもなく運用できた。

しかし、松下ツイン21でのお客さんの対

応や、アジア太平洋ミュージックフェイステ

ィバルやファッションショーのMboneによ

る中継、我々を取材しにくる報道関係者へ

の対応、コンテンツの増強、Streamworks

によるFM放送やラボセンターからの中継な

どなど、忙しい毎日だった。外国人記者が

集まるプレスセンターでは、「原稿を印刷し

たい」とか、「どうやってメールは出せるん

だ」という基本的な質問への対応も大変だ

った。ボランティアを含めてスタッフは睡眠

不足の毎日。我々のことを取り上げる新聞

記事が出るたびに、そのコピーをNOCルー

ムの壁に張り、その内容にみんなで一喜一

憂していた。そして、11月19日にはAPEC大

阪会議も終わり、11月21日に機材を撤収。

APECインターネットも完全に終了した。

結局、APECインターネットをやった我々

は何を残したのだろう。また、我々は何を

得たのだろうか。

少なくとも、関西の地域情報をまとめた

Cyber Kansaiは、その内容もユニークであ

り、実用性の高い情報が集められて

いる。APEC以降もなんとか存続さ

せ、内容をより充実したものにして

いくことができれば、国内のほかの

地域にはない、面白いものになりそ

うだ。

WWWなどのコンテンツを作って

いる人たちにとっては、155Mbpsの

回線を使いまくって、動画あり、音

楽あり、中継ありの「ギンギンギラ

ギラ」のコンテンツを動かしてみたと

いうのは、非常に面白いものであり、

現在の技術の限界もわかったという

意味でよかったのではないだろうか。

また、FM放送のlive feedなども日

本では初めての試みであり、実験と

しての意義も深かった。

もっともよかったことは、最初は

お互いに知り合いでもなかったAPEC

インターネットチームが、全体のオ

ペレーションを通してうまく機能し

たことだろう。企業、大学人、学生、

地方行政官僚など、多くの組織からバラバ

ラに集まったにしてはかなりうまくいったの

ではないだろうか。本当の意味での産学官

共同のプロジェクトとして成功したと思って

いる。1996年に行われるインターネットワ

ールドエキスポでも、関西では今回のメンバ

ーが中心になって動いていくようだ。またま

た、関西で楽しいことができそうな予感が

している。

APECインターネットは、多くの企業、

ボランティアで参加してくれた人たち、協議

会の皆さんの御尽力で作り出されたもので

ある。ここで、厚く御礼を申し上げたい。

そして、APECインターネットが提供した情

報は現在もWWWに掲載している。興味が

あればのぞいてみてほしい。

jhttp://www.apec.or.jp/

Special
Report

Newsgroup: news. internet.

そして本番がスタート

終わってみて得たものは

最後に
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ラボセンターにあるパソコンの画面には、

アジアのロックバンドの姿がビデオ映像で流

れていた。「インターネットじゃないみたいで

すね。普通のテレビを見ているのと変わらな

い」という私に、山口氏は「じゃあインター

ネットらしいところを見せてあげましょう」

と言ってブチッとイーサケーブルを引き抜い

た。その瞬間、画面はポーズしたように静止

し、ケーブルを差し込むと、止まっていたミ

ュージシャンは再び歌い始めた。

155Mbpsの高速回線を実感したのはこの

ときだ。そこに訪れた一般の人々は、驚きも

せず、当然のようにその映像を眺めている。

プレスセンターや政府指定ホテルと違い、入

場規制がなかったこのインターネットカフェ

だけが高速環境を誰もが体験できる場所だっ

たが、インターネットの実状を知らない人に

とっては、普通のテレビと何ら変わらない画

面なので、驚くほうがおかしい。

■テレビに追いついた高速回線
今回コンテンツをプロデュースした電

通関西支社メディア開発部の三浦文夫氏は、

「この回線環境で初めて既存のメディアに追

いつけることがわかりました」と語る。高速

回線を前提に作ったサービスは、松下のビデ

オ・オン・デマンドシステムを使ったニュー

ス・オン・デマンド。夕方6時に放送される朝

日放送のニュース映像を瞬時に切り出して大

阪大学のサーバーにプールし、インターネッ

トに流すというものだった。しかし、作業プ

ロセスで重要だった電通と朝日放送の間の回

線は1.5Mbps。「そこが155Mだったらビデ

オの素材を交換して編集作業

まで全部できたかもしれませ

ん」（三浦氏）。

APECインターネットが残

した大きな成果の一つは、「三

浦さんのようなプロのコンテン

ツプロバイダーが、インターネ

ットがどれくらい使えるものかを体験したこ

とだ」と山口氏は言う。

■既存のメディアを集めた
Cyber Kansai 
APECインターネットチームが開いた

WWWページ「Cyber Kabsai」は、インタ

ーネットで刻々と送られてくる大阪府警から

の交通情報、グルメ情報や観光ガイド、吉

本興業のコーナー、関西の大学生が自由に

作るページ、NTTが開発した最新のサーチ

エンジン（魔法の検索）など、実用的で盛

りだくさんの内容になっている。この「厚み」

は、関西の出版社や放送局がすでもっている

コンテンツを集めて実現した。

なかでもAPEC期間中注目を集めたのは

「サイバーラジオ」。在日外国人向けのFM放

送局FMこころと組んで、Streamworksを使

ったラジオの生放送を行った。FM放送が日

本のサーバーからインターネットに流れるこ

とは、放送事業と通信事業が法律で区別さ

れている現在ではできないことだが、それが

APECという「実験」の場で初めて実現した。

■音声サービスは
ビジネスベースにのる
ふり返って三浦氏は「今回は実験として

やってみたわけで、ビジネスベースにのせる

となるとすぐには難しい。ただ、映像は無理

でも音声サービスは射程距離に入っていると

思いました」。下條真治氏も「ネットワーク

に3分の2、コンテンツに3分の1のパワーを

かけたのが実状。今後は逆転にならなければ

いけません」。

APECをきっかけに生まれた「Cyber Kan-

sai」は、1996年、新ドメインをとって次の

展開へとつなげていこうとしている。インタ

ーネットワールドエキスポでの活動に期待し

たい。（錦戸陽子nisikido@impress.co.jp）

155Mbpsで見たのは
ごく普通のビデオ映像だった
by編集部

ラボセンターには黒のジャンパーを着たスタッフが常駐。夜中には学生ポラン
ティアを集めてネットワークの講義もあったとか。

上：ニュースオンデマンドの受信画面。ビデオ映像は大阪大学が開発し
たAQUAビューアーと専用ソフトで見ることができた。

右：マルチキャスト技術Mboneの端末に映るNASAの映像。アジア太平洋ミュージッ
クフェスティバル、ファッションショー「大阪コレクション」、大阪マルチメディア国際
フォーラムと3つの番組を放送した。
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